
質疑及び一般質問 令和４年２月22日の各党（会）派代表による代表質問、24日、28日、
３月１日の質疑及び一般質問では、次の議員が質問を行いました。

○質疑及び一般質問の中から一部を掲載します。

群馬県議会インターネット中継
「令和４年第１回定例会」

　令和４年４月３日発行　群馬県議会だより（3）　（2）令和４年４月３日発行　群馬県議会だより

　◎福祉医療制度の実施に伴う国庫負担⾦ 
　　等削減措置（福祉ペナルティ※）につ 
　　いて　　　　⾃由⺠主党　星名　建市

⼦ども医療費無料化に対する福祉ペナルティ
は、地方⾃治体における取組を妨げるものであり、
廃止すべきと考えますが、県としてどのような取組
を⾏ってきたのでしょうか。

地方⾃治体による⼦育て世帯などを支援する
取組を阻害する措置と考えており、直ちに廃止する
よう国に要請を続けてまいりました。平成30年度か
らは未就学児に係る措置は廃止されましたが、それ
以外の措置は依然として継続されているため、引き
続き、全ての削減措置を廃止するよう国に強く要請
してまいります。 

　◎荒廃農地の森林化への取組について

⾃由⺠主党　岩井　　均
荒廃農地のうち、再⽣利⽤が困難と考えられ

る農地については、早⽣樹を活⽤した森林化も⼀つ
の手段として有効と考えますが、県の早⽣樹の取組
について伺います。

早⽣樹は植林から収穫までの期間が短いこと
等から収益性向上が期待されています。現在、林業
試験場で本県の⾃然条件における⽣育状況の調査研
究、林業事業体と連携した低コスト施業の実証等を
進めています。今後とも、
本県に適した早⽣樹の選定
や育成方法などの調査研究
を進め、樹種の特性等を踏
まえた利活⽤方法について
検討してまいります。

　◎リトリート推進について

リベラル群馬　後藤　 克己
キャンペーン等に依存せず、持続的に稼げる

観光地づくりのために、観光地の特色あるコンテン
ツを活かした商品化と、ターゲットを絞った誘客が
必要と考えますが、どのように進めていくのか伺い
ます。 

本県の最大のキラーコンテンツである温泉を
はじめ、豊かな農畜産物や⾃然、アウトドアなどを
組み合わせたサービスを提供し、都会の人々などを
ターゲットに、忙しい⽇常から離れ、疲れた⼼や体
をリラックスさせ、ゆっくりとした時間を過ごしな
がら本来の⾃分を取り戻す「リトリート」を新たな
旅のスタイルとして進めてまいります。

　◎学校施設のバリアフリー化について

令明　⾦沢　充隆
⾼齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に

関する法律（バリアフリー法）の改正等を踏まえ、
本県においても学校施設のバリアフリー化を⼀層推
進していくべきと考えますが、現状と今後の取組に
ついて伺います。 

公⽴⼩中学校では、⾞椅⼦使⽤者⽤トイレ設
置は56％、建物内の段差解消は42％、エレベーター
設置は31％の学校で整備済みです。県⽴⾼校では、
それぞれ78％、40％、45％で整備済み、特別支援学
校では全ての学校で整備済みとなっています。県⽴
学校については、⻑寿命化改修の機会を捉えて、今
後とも計画的にバリアフリー化を進めてまいります。

２月22日（火）
　◎子どもの居場所づくりについて

⾃由⺠主党　松本　基志
今後、県としてどのような支援に取り組んで

いく予定か伺います。
令和４年度は、⼦ども食堂や学習支援・体験

活動の場などの開設費⽤を補助する「⼦どもの居場
所づくり応援事業補助⾦」の内容を拡充し、新型コ
ロナ対策やオンライン対応に係る費⽤も補助対象に
加える予定です。また、団体間のネットワークの設
⽴促進による各地域での連携強化や、⼦ども食堂の
さらなる理解促進・利⽤拡大にも取り組んでまいり
ます。今後も、市町村や関係機関等と連携・協⼒し
ながら、積極的に支援を⾏ってまいります。

　◎福祉職員の離職率及び人材育成について

リベラル群馬　鈴木　敦子
児童虐待の相談件数が年々増加する中、児童

福祉の職場には⾼いスキルが必要とされます。人材
育成の強化が必要と考えますが、福祉職員の離職率
の現状や今後の人材育成について伺います。

平成25年度からこれまでに採⽤した40名の
福祉職員のうち、７名が離職しており、県職員の中
でも離職率の⾼い職種であると認識しています。今
後は、ワークライフバランスの取れた働き方ができ
るよう検討するほか、経験年数に応じた研修体制の
整備などにも取り組み、⾼い専門性とやりがいを
持って仕事を続けられるよう、計画的な人員配置と
人材育成に努めてまいります。

　◎啄
き つ つ き ば し

木鳥橋の今後の整備方針について  

⾃由⺠主党　狩野　浩志
県⽴⾚城公園内の啄⽊鳥橋は⽼朽化により通

⾏止めとなっていますが、今後の整備方針について
伺います。

啄⽊鳥橋は⾚城大沼のシンボルであり、絶好
のビュースポットとして多くの方に親しまれていま
す。設置から約50年経過し、⽼朽化で危険な状態の
ため、平成31年２⽉から通⾏止めにしています。
県では⾚城大沼のシンボルが通⾏できないことによ
る損失等を考慮し、
橋桁の架替工事を実
施することとしまし
た。現在は厳冬期で
工事が困難なため、
春になってから着手
する予定です。

　◎伊香保リンクの今後の運営について

令明　⾦子　　渡
伊香保リンクは、令和２年度に「県有施設の

あり方⾒直し」の対象となりましたが、今後の運営
について伺います。

県有施設のあり方⾒直しの最終報告で、今
後の運営には収支改善が必須となりました。そのた
め、収入増加策としてリンクの使⽤料改定や夏場の
有効活⽤、ネーミングライツの導入など、また、支
出削減策として屋外リンクの開場期間の短縮や電気
料⾦を含む経費の⾒直しなどを予定しています。県
としては、収支改善策にしっかりと取り組み、伊香
保リンクの効率的な運営に努めてまいります。

２月24日（木）
　◎スクールカウンセラーについて

⾃由⺠主党　⼤林　裕子
県内全ての公⽴学校に配置されているスクー

ルカウンセラーを有効活⽤するための工夫と、相談
したいときに速やかに相談できる体制整備について
伺います。

⼩中学校で同じスクールカウンセラーを配置
し、継続的な支援を⾏えるようにするなど、工夫した
取組を⾏っています。スクールカウンセラーは、児童
⽣徒や保護者へのカウンセリングに加え、教職員への
助言も積極的に⾏っており、学校にとって欠くことの
できない存在です。効果的に配置することで、速やか
に相談に対応できるよう努⼒してまいります。

　◎居場所としての学校について

日本共産党　伊藤　祐司
過度な学⼒競争、異質な者を排除する同調圧

⼒、過⼲渉な管理主義など、学校をストレスフルな
場所にしている現状を正さなければ始動人は育たな
いのではないでしょうか。 

学校において、過度な学⼒競争をあおる指導
や、皆同じでないと違和感を覚えるような学級経営
は避けるべきです。学校では、児童⽣徒がストレス
を抱え込まず、安⼼して⽣活できる居場所づくりに
努めています。互いのありのままを受け入れながら
共に成⻑できる学校づくりが⾏われるよう、市町村
教育委員会と連携して支援してまいります。

　◎館林インターチェンジ進入道路の課題 
　　と今後のあり方について

⾃由⺠主党　泉沢　信哉
国道354号から館林インターへ進入する⾞両

による渋滞の解消と今後の館林⾢楽地域の発展のた
めに、館林インター進入道路の改良が必要と考えま
すが、県の考えを伺います。

渋滞対策については、既に右折矢印信号の新
設などにより、⼀定の改善効果が⾒られました。現
在は館林インター前交差点等の交通流動や事故の発
⽣状況、渋滞の原因を正確に把握するための調査を
実施しています。今後、将来の交通需要の変化や実
施中の調査結果を基に、館林インター進入道路の改
良の必要性の有無を含め、円滑なインターアクセス
に向けた対策を総合的に検討してまいります。

　◎ぐんまちゃんアニメについて

新時代　矢野　英司
ぐんまちゃんのアニメ化の目的と知事の思い

について伺います。
４⽉からNHK前橋放送局で全13話が再放送

されますが、アニメの内容を⾼く評価していただい
た結果だと考えています。アニメ化によってぐんま
ちゃんの認知度が上がることにより、群⾺県の農畜
産物の販売や観光客の増加、県⺠のプライド増進な
どに繋がることを目指しています。経済効果が出て
くるまでにはある程度時間がかかりますが、くまモ
ンに追いつくこともで
きると考えています。
良い続編を作りますの
で、県議にも応援して
もらいたい。

２月28日（月）

早⽣樹（コウヨウザン） 

啄⽊鳥橋

アニメぐんまちゃん

※福祉ペナルティ･･･窓口負担を軽減する福祉医療制度は医療費を増加させるものとして、国が地方⾃治体に対する国⺠健康保険の負担⾦等を削減する措置。


